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全国美術館会議 第 25回学芸員研修会の開催について（ご案内） 
 
拝啓 師走の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
日ごろより、全国美術館会議の運営にご理解とご協力を賜りまして、誠に厚くお

礼申し上げます。 
 さて、このたび標記の件につきまして、別紙のとおり学芸員研修会を開催いたし

ます。 

本研修は、ホームページを通じた美術館の情報発信のあり方について、情報・資

料研究部会が行った全国美術館会議会員館の実態調査及び各館の具体的な事例に即

して検討するものです。事例報告では、全国美術館会議会員館とともに、類縁機関

における先端的活動をも取り上げて、多角的な視点からこの問題をとらえるきっか

けとします。 

 なお、研修会参加申込につきましては、お手数ですが、別紙参加申込書に必要 
事項をご記入の上、平成 22 年 3 月 5 日（金）までに、全国美術館会議事務局へ
フ 
ァクシミリ・郵送等で、ご返送くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 25 回学芸員研修会開催要項  

 
１．名  称  全国美術館会議 第 25回学芸員研修会 
２．主  催  全国美術館会議 担当：情報・資料研究部会 
３．日  時  平成 22年 3月 12日（金）13：30～17：30 
４．会  場  国立新美術館 講堂（3Ｆ） 
        〒106-8558 東京都港区六本木 7-22-2 TEL：03-6812-9900（代表） 
５．テ ー マ  「美術館の情報発信 

‐参加する、つながる、共有する、ウェブの新時代‐」 
６．開催趣旨  
美術館のホームページを通じた情報発信のあり方について、情報・資料研究部

会が行った全国美術館会議会員館の実態調査及び各館の具体的な事例に即して検

討する。美術館の類縁機関における先端的活動をも取り上げて、多角的な視点か

らこの問題をとらえるきっかけとする。 
７．内  容 

13:00‒13:30 受付 
13:30‒13:40 開会挨拶：山脇佐江子（姫路市立美術館長 / 情報・資料研究部会長） 
13:40‒14:00 全国美術館会議会員館の HP─2005年度部会調査結果から 

   鴨木年泰（東京富士美術館／情報・資料研究部会幹事） 
14:00‒14:30 「参加する、つながる、共有する、ウェブの新時代」 

   室屋泰三（国立新美術館） 
14:30‒15:00 「国立美術館の情報発信 近年の展開と課題」 

   水谷長志（東京国立近代美術館） 
15:00‒15:10 休憩 
15:10‒15:40 「実業史研究情報センターの情報発信 

─ブログを始めてわかったこと(仮)」 
   茂原暢（財団法人渋沢栄一記念財団 実業史研究情報センター） 

15:40‒16:10 「東京都現代美術館の情報発信 ITSUMO+とブログを中心に(仮)」 
   野口玲子（東京都現代美術館） 

16:10‒16:30 休憩 
16:30‒17:30 パネル・ディスカッション 

  パネリスト：上記講師 
  司会進行：川口雅子（国立西洋美術館／情報・資料研究部会幹事） 
８．美術館視察（アーティストファイル 2010‐現代の作家たち） 
 研修会終了後～20：00（自由見学） 
 
９．参加申込書はこちら 

http://www.zenbi.jp/topics/10/pdf/0105_2.pdf

